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世
界
一
研
究
さ
れ
て
い
る
変
成
帯

三
波
川
変
成
雑
は
、
主
と
し
て
結
晶
片
岩
と
い
う
変
成
岩
類
が

分
布
し
、
世
界
の
変
成
帯
の
中
で
最
も
研
究
の
進
ん
で
い
る
地
帯

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
は
摸
式
地
で
あ
る
関
東
山
地
の
群

馬
県
利
根
川
支
流
の
三
波
川
流
域
か
ら
中
部
・
紀
腓
・
四
国
を
経

て
、
九
州
佐
賀
関
半
島
ま
で
総
延
長
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
に
わ
た

っ
て
分
布
す
る
広
域
変
成
岩
地
帯
で
、
四
国
で
は
東
西
方
向
に
延

び
る
見
事
な
幣
状
配
列
を
示
し
て
い
ま
す
。
四
国
中
央
部
で
は
背

斜
・
向
斜
の
基
本
柵
造
に
支
配
さ
れ
た
Ｓ
字
状
榊
造
を
示
し
、
北

限
は
中
央
柵
造
線
で
す
（
第
２
図
・
第
３
図
）
。
東
は
徳
島
市
か

ら
西
は
佐
田
岬
ま
で
約
三
五
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
延
々
と
辿
続
し
、

そ
の
南
北
幅
は
四
国
中
央
部
で
三
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
に
も
達

し
て
い
ま
す
。
南
限
は
八
幡
浜
市
ｌ
高
知
県
吾
川
郡
池
川
町
ｌ
長

岡
郡
大
豊
町
大
杉
ｌ
小
松
島
市
を
結
ぶ
線
（
御
荷
鉾
櫛
造
線
）
ま

で
で
、
そ
れ
以
北
の
地
帯
が
こ
の
変
成
帯
に
属
し
て
い
ま
す
。

活
断
層
と
し
て
注
目

西
南
日
本
の
内
帯
と
外
帯
を
境
す
る
大
断
層
で
、
四
国
山
地
の
北
緑
か
ら
阿
獺
山
地
の
南
を
東
西
に
流
れ
る
吉
野
川
沿
い

を
走
っ
て
い
ま
す
。
股
近
、
こ
の
中
央
拙
造
線
お
よ
び
こ
れ
に
平
行
な
断
層
群
が
活
断
層
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

防
災
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

典
型
的
な
向
斜
構
造

和
泉
帯
（
和
泉
屑
群
）
は
、
大
局
的
に
み
る
と
、
東
方
へ
沈
降
す
る
東
西
方
向
の
摺
仙
軸
を
持
っ
た
舟
底
型
の
向
斜
榊
造

を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
馳
層
の
分
布
は
、
束
へ
開
い
た
馬
蹄
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
型
化
石
や
放
散
虫
を
多
く
産
し
、
和
泉
帯
の
年
代
も
正
確
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
和
泉
帯
は
、
中
央
柵
造
線
の
左
樅

ず
れ
運
動
に
伴
っ
て
北
側
の
地
塊
が
引
き
伸
ば
さ
れ
、
西
か
ら
束
へ
と
段
階
的
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
沈
降
し
、
同
時
に
砂
・
泥
が

厚
く
堆
禰
し
て
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

変
動
は
長
期
間

ナ
ウ
マ
ン
（
一
八
八
五
年
）
は
、
こ
の
榊
造
線
を
「
大
中
央
裂
線
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
中
央
榊
造
線
は
白
亜
紀
中
頃
か

ら
第
四
紀
に
至
る
長
い
変
動
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
約
一
瞳
年
の
動
き
に
つ
い
て
は
後
の
章
で
詳
し
く
述
べ
ま
す
。

さ
ん
ば
か
わ

（
四
）
三
波
川
変
成
帯

（
三
）
中
央
栂
造
線
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第3図．四国中央部、三波川変成静の桐造および変成分蕊（坂野昇平他）
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三
波
川
変
成
帯
の
層
序

四
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
結
晶
片
岩
類
の
一
般
的
胴
序
は
下
位
よ
り
上
位
へ
、
大
歩
危
慰
・
川
口
層
・
小
歩
危
屑
・
宝
細

瑠
・
大
生
院
層
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
股
近
、
大
歩
危
墹
と
小
歩
危
層
は
共
に
砂
質
片
岩
か
ら
な
る
地
層
で
、
両
届

を
区
分
す
る
根
拠
は
な
い
と
さ
れ
、
間
脳
を
合
わ
せ
て
小
歩
危
刷
と
し
て
再
定
義
し
て
い
ま
す
。
ざ
ら
に
、
而
定
雑
し
た
小

歩
危
層
と
、
主
に
泥
質
片
岩
か
ら
な
る
川
口
照
は
同
時
異
柑
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

堆
稠
・
変
成
の
時
代

こ
れ
ら
三
波
川
結
晶
片
岩
頚
の
源
岩
が
堆
椴
し
た
時
代
は
、
艇
近
、
三
波
川
帯
プ
ロ
パ
ー
や
附
録
帯
か
ら
コ
ノ
ド
ン
ト
化

石
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
大
部
分
が
三
登
記
巾
・
後
側
（
今
か
ら
約
二
偲
一
○
○
○
万
年
１
．
－
瞳
三
○
○
○
万
年
前
｝
と
考

最
近
の
鮮
細
な
研
究
に
よ
り
、
塩
基
性
片
岩
は
そ
の
源
岩
の
紐
織
・
櫛
造
を
段
し
て
い
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
、

斑
れ
い
岩
や
玄
武
岩
質
枕
状
溶
岩
、
ピ
ロ
ー
プ
レ
ッ
チ
ャ
（
枕
状
溶
岩
が
水
中
で
破
砕
さ
れ
た
も
の
）
、
ハ
イ
ア
ロ
ク
ラ
ス

タ
イ
ト
（
ガ
ラ
ス
質
の
玄
武
岩
の
粉
末
状
の
も
の
）
、
火
山
性
砂
岩
を
源
岩
と
し
て
い
る
も
の
に
細
分
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
す
。

岩
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
）
か
ら
な
り
、
少
量
の
石
灰
質
片
岩
・
超
塩
基
性
岩
（
主
と
し
て
か
ん
ら
ん
岩
や
蛇
紋
岩
）
を
伴

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
別
子
鉱
山
や
白
滝
鉱
山
で
代
表
さ
れ
る
キ
ー
ス
ラ
ー
ガ
ー
型
の
鉱
床
も
漣
め
ら
れ
ま
す
。
四
国
中
央

部
の
別
子
地
域
に
は
、
エ
ク
ロ
ジ
ャ
ィ
ト
相
・
グ
ラ
ニ
ュ
ラ
ィ
ト
相
の
高
変
成
作
用
を
受
け
た
造
構
岩
塊
が
見
出
さ
れ
て
い

三
波
川
変
成
帯
の
結
晶
片
岩
類
は
、
い
わ
ゆ
る
三
波
川
変
成
作
用
（
白
亜
紀
末
期
に
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
）

に
よ
っ
て
、
地
下
深
所
の
高
圧
下
で
熱
や
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
変
成
し
た
こ
と
を
示
す
変
成
鉱
物
が
多
数
見
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
変
成
鉱
物
の
安
定
領
域
か
ら
推
定
し
て
変
成
さ
れ
た
蝿
所
は
、
地
下
約
一
五
～
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
隆
起
・
浮
上
し
て
上
部
に
亜
な
っ
て
い
た
地
願
が
削
剥
さ
れ
た
た
め
、
現
在
の
地
表
に
館
Ⅲ
し
た
変

成
岩
類
で
あ
り
、
大
歩
危
・
小
歩
危
な
ど
の
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。
変
形
作
用
も
顕
著
で
、
こ
れ
ら
変
成
岩
類
に
は
糊
仙

櫛
造
や
変
形
に
よ
る
特
有
の
面
梢
造
（
片
理
而
・
跨
開
面
な
ど
）
や
線
柵
造
（
リ
ニ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
微
摺
曲
軸
な
ど
）
が
普

週
的
に
発
達
し
て
い
ま
す
（
第
４
図
・
巻
頭
写
其
）
。

三
波
川
変
成
帯
の
内
部
は
、
消
水
樅
造
帯
（
高
知
県
秀
川
郡
旧
消
水
村
を
模
式
地
と
す
る
断
層
破
砕
帯
）
に
よ
っ
て
、
北

側
の
三
波
川
帯
プ
ロ
パ
ー
と
南
側
の
三
波
川
南
縁
帯
と
に
墨
分
さ
れ
ま
す
ｃ
三
波
川
帯
プ
ロ
パ
ー
は
そ
の
分
布
範
囲
も
広
く
、

変
成
の
程
度
も
一
般
に
高
い
の
で
す
。
三
波
川
南
縁
帯
は
幅
二
～
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
狭
く
、
北
方
に
傾
斜
す
る
地
層
か
ら

な
り
、
そ
の
南
限
は
御
荷
鉾
柵
造
線
（
ま
た
は
上
八
川
ｌ
池
川
構
造
趣
に
よ
っ
て
そ
の
雨
に
分
布
す
る
「
御
荷
鉾
録
色
岩

類
」
ま
た
は
秩
父
累
帯
と
境
し
て
い
ま
す
。

岩
石
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま

三
波
川
変
成
帯
を
柵
成
す
る
料
石
の
秘
類
と
し
て
は
、
主
と
し
て
泥
質
片
岩
・
砂
質
片
岩
・
塩
埜
性
片
岩
（
角
閃
岩
、
緑

色
片
沿
、
線
泥
片
岩
な
ど
と
も
嵩
い
ま
す
）
・
雌
賦
片
岩
（
石
塊
片
岩
と
も
言
い
、
紅
れ
ん
石
を
含
む
ピ
ン
ク
色
を
し
た
片

変
成
作
用
は
地
下
深
所
で
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